
［新技術

ST集排水工法

.................................................................................. 
建設技術審査証明事業（砂防技術）

当センターでは、民間で開発された新技術を、建

設事業へ適正かつ円滑に郡入し、もって建設水準の

向上を図ることを目的として、建設技術審査証明事

業を実施しています。ST集排水工法については、

株式会社輿和、束邦地下工機株式会社、株式会社日

さく、日特建設株式会社、日本基礎技術株式会社、

ライト工業株式会社の6社から審査証明更新の依頼

があり、平成15年7月8日に審査証明書を発行しま

した。

以下に当工法の概要を紹介します。

1 技術（エ法）の概妻

本技術は、地すべり抑制エ（地下水排除エ） に関

するものであり、地すべりの誘因となる地下水が集

中して多祉に賦存する箇所等において、効率的に多

批の地下水を排除し、地すべり活動の抑制を図る大

口径の集排水工法 （横孔）である。

ST集排水工法は、方向制御が可能な非回転式の

圧入式鋼管挿入方式を用いて、径300~600mmの大

口径の集 ・排水管を精度良く、掘削と同時に挿入 ・

設骰するものである。このように、 ST集排水工法

は、大口径集排水横孔としての施工性能および施工

性の向上を図っている。

2 技術（エ法）の特徴

l) 方向制御が可能な掘削方法を用いることによ

り、 一定以上の施工精度が確保でき、所定の位置

に集水 ・排水管が設置できる。

2) 施工精度は、施工延長50mで1/300、50~80m

で1/150程度を確保できる。

3) 径300~400mmについては、集水井内 (<I>

3,500mm)での施工が可能である。

4) 適用地質は、粘性土から硬岩まで複雑な地質

を呈する地すべり地盤に幅広く対応できる。

5) 方向修正方法が単純であり、集水 ・排水管内

に油圧ホースや電線を接続挿入する必要がないの

でトラプルも少なく、作業の安全性もよい。

3 技術（エ法）のポイント

l) 大口径の集水 ・排水管 (</)300~600mm)を

設置できる。

2) 地すべりの誘因となる地下水が集中して多祉

に賦存する箇所に有効である。

3) 方向制御によって地下水帯を狙った施工がで

きる。
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図1 ST集排水工法の一例
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4 技術（エ法）の週用、用途

ST集排水工法は、大口径の集水 ・排水管を狙っ

た箇所の地下水排除に適用できるので次のような用

途で施工される。

1) 地表からの集水 ・排水管設置

2) 集水井からの集水 ・排水管設置

3) 排水トンネル内からの集水 ・排水管設協

4) 集水井から集水井への連結排水管設置

5) 地下水遮断エ（乾式遮水壁エ） への適用

6) 立体排水工

5 施工方法

施工方法は、集 ・排水管内に掘削ビッ ト、 ピット

回転と掘削土砂の排土用にスク リューォーガを組み

込んだ非回転式の圧入式鋼管挿入方式であり、掘削

ピットの回転ないしは打繋により地山を掘削しなが

ら集 ・排水管を挿入 ・設置する。

掘進が計画通りに行われているかどうかは、掘削

ピットに装党されたターゲットを推進機後方の孔芯

測定機で観測して確認する。この観測にて修正の必

要があれば、方向修正装置により先端シューの刃先

方向を回転させて修正を行う。 （屈2、3参照）

6 施工事例

（屈4参照）

7 施工実績

国土交通省 20工区 ST集水エ・・・51孔延ぺ2.460.0m

公共事業33工区 ST排水エ・"66孔延べ4,400.6m
民 間 1エ区 計 117孔延べ6.860.6m

計 54エ区

8 施工写真

（写真 l~4参照）

9 有効な硯場条件

◆ 地すべりの誘因となる地下水が集中して多最に賦

存する場所。

◆ 長期的に地下水排除を行う場合、維持管理が容易。

◆ 地すべり移動時、従来の集排水管の変形が著しい

場所では管の剛性が高いST集排水工法での施工

が優位。

◆ 掘削水を使用しないため、掘削而の崩壊を伴う場

所において有効。
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◆ 連結排水工の場合、長距離の施工が可能 （多重管

方式）。

◆ 地すべり地ではないが、環境対策でゴミ処理場の

集排水管として追加施工が可能。

10 施工上の留意点

◆ 径300~500mmについては集水井 (</!3,500)内で

の施工が可能。

◆ 施工延長50m以下で1/300の施工籾度を確保。

◆ 施工延長50~80mで1/150の施工粕度を確保。

◆ 地表面より施工する場合反力受を必要とする。

1 1 最近の事例

最近の事例では、グラベルバイルエとの併用を行

い集排水工の強化策とした。

グラベルパイルエとは、乾式の遮水壁工法で帯水

陪中に、直線配骰の垂直ボーリング孔を砕石投入し

てグラベルパイルとし、而的鋲水を行うと共にグラ

ベルパイル底部に連結した排水路を設け、効率的に

集排水させるエ法である。従来の排水管はlOOA程

度の横ボーリングエ法であるため施工梢度の確保が

困難であった。ここに高精度な排水路を築造できる

ST集排水工法を実施使用した。

活用されてからまだ日が浅いが、有効な集水効果

をあげている。 （屈5、6 写真 5~9参照）

12 技術保有関連会社および運絡先

開発会社 ：聡典和 ・東邦地下工機（掬 ・僻日さく ・

日特建設卸・日本基礎技術（樹 ・

ライト工業昧 ・丸充建設齢

担当窓n：小断而トンネル排水工法研究会事務局
（東邦地下工機株式会社内）

TEL/FAX: 03-3474-3143/ 03-3474-3163 

ST集排水工法

S T (Semi -Tunnel) 集排水工法

＊財団法人砂防・地すべり技術センター

技術審査証明書 ：第1001号 (HlO年7月）

建設技術審査証明書 ：第0301号 (Hl5年7月）

女国土交通省新技術情報提供システム

NETIS登録番号 ：HR-990020
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図2 施工概念図（地表部および集水井内）

TH  -100型推進機

図3 掘削機設置図（集水井内）

刃

凡例：

C匹匹翡暉事業翻

図4

SABO vol.78 Apr.2004 17 



［新技術
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ST集排水工法＋グラベルバイルエ 施行例①
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図6 ST集排水工法＋グラペルバイルエ 施行例②
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